
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども青少年局保育・教育支援課  幼保小連携担当 

TEL : 045-671-3731  kd-youhosyo@city.yokohama.lg.jp 

このお便りは、横浜市の「架け橋プログラム」の一環として発行しています。 

架け橋期の保育・教育の充実のために、みなさんの取組に生かしてください。 

 令和７年10月８日 Vol.34 

 子どもの中に入っ
て、そばに行って、子

どもの息遣いや体温

を感じながら見えてく

ることがあります。離

れていては見つけら

れないことが、そばに

行くことで伝わってき

ます。見えてきます。

だから、私は、子ども

のそばに行って子ど

もたちを見るのです。 

嶋野先生に 
注目！ 

どこで子どもを 
見ているでしょう。 

Vol.33 に引き続き、Vol.3４でも、嶋野先生のお話から、架け橋期で大
事にしたいことをお伝えします。今回は子どもの「見取り」についてです。 

見取りを深め、一人ひとりの成長につなげていきましょう。 


